
駿
河
台
大
学
法
学
会
規
約

第
一
条

本
会
は
、
駿
河
台
大
学
法
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
の
事
務
所
は
、
駿
河
台
大
学
法
学
部
内
に
置
く
。

第
三
条

本
会
は
、
法
、
政
治
お
よ
び
法
学
教
育
に
関
す
る
学
術
の
研
究

お
よ
び
普
及
を
も
っ
て
そ
の
目
的
と
す
る
。

第
四
条

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一

機
関
誌
「
駿
河
台
法
学
」
の
発
行

二

研
究
会
・
講
演
会
の
開
催

三

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
事
業

第
五
条

本
会
の
会
員
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一

一
般
会
員

駿
河
台
大
学
専
任
教
員
で
、
第
三
条
に
該
当
す

る
目
的
に
賛
同
す
る
者

二

特
別
会
員

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
で
、
総
会
の
承
認

し
た
者

三

名
誉
会
員

会
員
の
推
薦
に
も
と
づ
き
総
会
の
承
認
し
た
者

第
六
条

一
般
会
員
お
よ
び
特
別
会
員
は
、
総
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従

い
、
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

本
会
に
次
の
機
関
を
置
く
。

一

会
長

二

運
営
委
員
会

三

機
関
誌
編
集
委
員
会

四

学
生
法
学
論
集
編
集
委
員
会

五

監
査

第
八
条

会
長
は
、
毎
年
一
回
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
招
集
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
っ

た
場
合
、
会
長
は
、
速
や
か
に
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
九
条

総
会
は
、
次
の
事
項
に
つ
き
審
議
決
定
す
る
。

一

会
長
、
運
営
委
員
、
機
関
誌
編
集
委
員
、
学
生
法
学
論
集
編

集
委
員
お
よ
び
監
査
の
選
任

二

予
算
お
よ
び
決
算
の
承
認

三

そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

第
一
〇
条

総
会
は
、
一
般
会
員
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
で
成
立
し
、

議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。

第
一
一
条

本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
一
二
条

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
一
日

ま
で
と
す
る
。



「駿河台法学」投稿規程

１．投稿資格

原則として駿河台大学法学会会員とする。

２．刊行

「駿河台法学」は年２回（第１号９月末日，第２号２月末日）刊行する。

３．執筆要領

� 「駿河台法学」に掲載されるのは，法学，政治学その他隣接分野のテーマ

のもので，未発表・未投稿のものに限る。

� 「駿河台法学」に掲載する原稿の種類は，論説，研究ノート，翻訳，書

評，資料等とする。

� 執筆申込は，提出期限の２ケ月前（第１号４月末日，第２号９月末日）

までに，所定の執筆申込用紙に必要事項を記載し，駿河台法学編集委員会

に提出する。

� 投稿原稿は，提出期限（１号６月末日，２号１１月末日）までに，手書き

の清書済み原稿又は電子データの形で，駿河台法学編集委員会に提出する。

その他子細については，原稿募集に際して配付される駿河台法学執筆要領

に従う。

� 投稿原稿の採否，掲載順，校正スケジュールその他編集業務に関わる内

容に関しては，駿河台法学編集委員会に一任する。

� 校正は原則として３校までとし，各執筆者の責任において行う。

４．その他

� 抜刷りは，一篇につき５０部とする。

� 原稿料の支払及び掲載料の徴収は行わない。

� 執筆者は，掲載された論説等が，駿河台大学メディアセンターのホーム

ページ上において公開されることに同意するものとする。


